
入
院
時
か
ら
始
ま
る
退
院
支
援

　

入
院
と
同
時
に
退
院
後
の
生
活
に
つ

い
て
、
医
師
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

ど
で
話
し
合
い
、
チ
ー
ム
で
退
院
支
援
を

行
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
一
日
で
も
早

く
元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
い
ち
早
く
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
今

回
は
当
院
で
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。
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①
入
院
時
：
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

入
院
し
た
際
、
退
院
後
の
支
援
が
必
要

な
患
者
さ
ん
を
把
握
し
ま
す
。
入
院
後
、

早
期
に
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
と
面
談
し
、

退
院
後
の
意
思
確
認
を
し
ま
す
。

② 

専
門
職
で
院
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行

い
、
退
院
支
援
計
画
書
を
作
成

　

退
院
後
の
療
養
生
活
に
つ
い
て
、
患
者

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
計
画
を
立
て

ま
す
。

③ 

生
活
の
場
へ
帰
る
た
め
に
チ
ー
ム
で
サ

ポ
ー
ト

　

各
分
野
の
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
ス

タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
と
退
院
後

に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
話
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
医

療
機
関
や
介
護
施
設
と
連
携
し
て
、
退
院

後
の
受
け
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
調
整
を
し

ま
す
。

入
院
支
援
室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　

市
民
病
院
は
平
成
30
年
６
月
に
入
院
支

援
室
を
開
設
し
ま
し
た
。
入
院
支
援
室
で

は
、
入
院
が
決
定
し
た
患
者
さ
ん
・
ご
家

族
に
対
し
て
看
護
師
か
ら
、
事
前
に
入
院

に
必
要
な
準
備
や
説
明
を
し
ま
す
。
ま

た
、
患
者
さ
ん
の
状
態
を
把
握
し
、
安
心

し
て
入
院
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま

す
。

『
主
な
内
容
』

・ 

入
院
手
続
き
の
方
法
や
、
個
室
希
望
の

場
合
は
病
室
の
説
明

・ 

入
院
準
備
（
必
要
物
品
や
書
類
等
）、 

入
院
に
関
す
る
相
談

　

手
術
を
控
え
た
方
や
入
院
生
活
に
対
す

る
不
安
、
経
済
的
な
不
安
、
退
院
後
の
療

養
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
気
に
な
る

こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

入
退
院
支
援
に
つ
い
て
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